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謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
希
望
に
溢
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

  

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
10
回
目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
に
つ
い
て
は
、
復
興
庁
設
置
法
や
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
等
の

改
正
に
続
き
、
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る
事
業
規
模
と
財
源
が
決
定
さ
れ
、
福
島

の
復
興
を
切
れ
目
な
く
進
め
る
た
め
の
体
制
・
制
度
・
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
８
月
末
に
開
催
さ
れ
た
福
島
復
興
再
生
協
議
会
に
お
い
て
は
、
国
に
対
し
、
移
住
等
の

促
進
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
営
農
再
開
の
加
速
化
な
ど
に
よ
る
避
難
地
域
の
復
興
・
再
生
、

風
評
・
風
化
対
策
の
強
化
、
さ
ら
に
は
国
際
教
育
研
究
拠
点
の
構
築
を
始
め
と
す
る
福
島
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
推
進
な
ど
、
福
島
の
復
興
を
更
に
前
へ
と
進
め
る
た
め

に
特
に
重
要
な
７
項
目
に
つ
い
て
、
確
実
な
予
算
化
と
制
度
の
充
実
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
先
般
決
定
さ
れ
た
与
党
の
第
９
次
提
言
に
、
国
際
教
育
研
究
拠
点
の
新

設
な
ど
、
本
県
が
要
望
し
て
い
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
福

島
の
現
状
を
丁
寧
に
訴
え
な
が
ら
、
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の
初
年
度
で
あ
る
令
和
３
年

度
予
算
の
確
保
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
０
年
に
開
催
予
定
だ
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
を
受
け
、
開
催
が
1
年
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
は
1
8
9
6
年
の
ア
テ
ネ
大
会
か
ら
で
す
が
、
開
催

が
延
期
と
な
っ
た
の
は
、
夏
冬
含
め
て
今
回
が
初
め
て
で
す
。
東
京
２
０
２
０
大
会
は
「
復

興
五
輪
」
と
も
呼
ば
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
世
界
中
か
ら
頂
い
た
支
援
へ
の
感
謝

や
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
被
災
地
の
姿
を
世
界
に
伝
え
、
国
内
外
の
方
々
に
被
災
地
や
復
興
に

つ
い
て
の
理
解
・
共
感
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
６
ヶ
月
と
な
っ
た
今
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
被
災
地
が
復
興
を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
姿
を
世
界
に

発
信
す
る
た
め
に
も
、
国
を
挙
げ
た
取
り
組
み
を
最
大
限
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
つ
い
て
、
福
島
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
入
っ
て
か

ら
は
、
会
津
・
中
通
り
・
浜
通
り
の
地
域
に
お
い
て
、
感
染
者
数
が
大
幅
に
増
加
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
含
め
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
改
め

て
、
県
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
不
要
不
急
の
県
外
へ
の
移
動
は
慎
重
に
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
や
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
五
つ
の
場
面
」
を
出
来
る
だ
け

避
け
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
点
検
と
そ
の
遵
守
・
徹
底
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
症
防
止
対

策
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
感
染
状
況
等
の
継
続
的
な
監
視
、
検
査
・
医
療

提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
、
感
染
拡
大
に
警
戒
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
迅

速
に
講
じ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
や
医
療

提
供
体
制
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
医
療
機
器
の
整
備
、
入
院
病
床
の
確
保
、
移
送
体
制
や
検

査
体
制
の
強
化
な
ど
速
や
か
に
治
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
を
維

持
、
回
復
し
て
い
く
と
い
う
大
変
難
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
、

各
都
道
府
県
、
市
町
村
を
始
め
、
医
療
関
係
者
、
経
済
界
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
そ
の
両
立
に
向
け
て
、
私
も
県
議
会
議
員
と
し
て
着
実
に
、
し
っ
か
り
と
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

福
島
県
議
会
議
員
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強
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く
り
特
別
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◎
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会
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員

自
由
民
主
党
福
島
県
支
部
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会
顧
問
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12月県議会12月県議会 定例会定例会 報
告

12月２日（水）
～

12月17日（木）

会 期

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止や、雇用の維持、事業活動支援、さらには、県内経済の回復に向けた県民及び県内
事業者を対象とした地域経済の活性化や県民生活の支援を図るための消費喚起対策などの支援を進めていきます。
　その主な内容といたしましては、
■新型コロナウイルス感染症対策として
　・医療従事者等を支えるための慰労金や手当金の支給
　・患者受け入れ協力病院において院内感染が発生した場合の経営支援
　・キャッシュバックキャンペーンなどによる福島空港利活用促進支援
　・観光需要の回復に向けた宿泊割引への支援の継続
■ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業支援

■公共事業･県単公共事業･維持補修費
■感染症の影響を踏まえた事業見直しによる減額
　以上により、
一般会計における補正予算の総額は、１３６億８,１００百万円、
本年度予算の累計額は、１兆５,８６３億２百万円となります。

令和２年度12月補正予算について

新型コロナから、自分をまもり、大切な人をまもり、新型コロナから、自分をまもり、大切な人をまもり、
地域と社会をまもるために、感染防止対策の徹底！！地域と社会をまもるために、感染防止対策の徹底！！

　令和２年12月定例会は、12月２日から12月17日までの16日間の日程で開催され、令和２年度一般会計補正予算や､当面する県政の重要な案
件について審議し知事提出議案や意見書76件を可決いたしました。

未来ある福島の「復興・創生」未来ある福島の「復興・創生」

 

 
 

 

  
11

11
12

12

11 1117

24
14

14

18 18隈戸川現地調査
（白河市大信中新城地区）

議員インターンシップの件で訪問　ＮＰＯ法人ドット
ジェイピ－インターンシップ事業部福島エリア福島支部 県北浄化センター視察（伊達市）

治山現地調査（白河市関辺二枚橋地区） 治山現地調査（白河市関辺吉ヶ沢地区）

相馬福島道路視察（伊達市）

安達太良川視察（本宮市）

塩野川視察（伊達市梁川）
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